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※まちかどギャラリー、須崎駅、海のまちプロジェクト関連イベントの来場者数

高幡地域アクションプラン 分野 観光

AP名
（実施地域）

No.42 須崎市海のまちプロジェクト
（須崎市）

実施主体 ◎須崎市、須崎市海のまちプロジェクト推進協議会

AP への
位置づけ R3.9 月

事業概要
須崎駅を含む中心市街地を「海のまち」と定義し、コアゾーンとして整備・活用することにより、

地域活性化の拠点づくりを行うとともに、「海のまち」を起点にさまざまな事業と連携することで須
崎市全域から奥四万十エリア全域まで波及効果を促す仕組みづくりを行う。

指標 出発点
実績 目標

R2 R3 R5

主要施設の来場者数※
101,152人
（R2）

ー 146,400人

エリア内新規出店数
6件
（R2）

ー
7件

（R3∼5累計）

これまでの主な動き
＜これまでの取り組みの内容＞
◆プロジェクトチームによる実地調査及び情報共有等
・須崎市及び高知信用金庫内にプロジェクトチームの設置
（R3.４）
・各チームによる実地調査等の情報共有
・アニメーション等有識者による現地視察の実施
・エリア内リノベーション案の検討

◆海のまちエリアでの様々な事業との連携の検討
・中心市街地活性化協議会による、須崎市商店街等振興計
画策定（R3.4）
・須崎市役所内の検討委員会による須崎魚市場建替工事の
検討。（H29.1～）
・須崎市図書館等複合施設整備に向けたワークショップの実
施（H30～）及び基本構想の策定（R元）
・それぞれの市役所内所管課との連携の検討

＜主な成果＞
・PR 動画の制作及び新聞広告による PR の実施
・各関係機関による海のまちプロジェクト推進協議会の立
ち上げ及び須崎市海のまちプロジェクト第1回全体会議の
開催（R3.7）

＜課題＞
・観光における面での取組の不足
・拠点となる施設の選定
・空き家空き店舗の増加

追加項目（案）
追加
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第４期計画における工程表

主な取り組み R2 R3 R4 R5 R6以降

◆海のまち創り・リ
ノベーション

◆海のまちの魅
力の向上・再発見

◆エリア外との連
携促進

コアゾーンの拠点となる
施設の検討

海のまちの仲間づくり

須崎市内への波及や周辺エリア等との連携の検討、実施

縁日商店街企画の検討・実施

拠点施設等整備

既存の体験や名物等のブラッシュアップ

海のまちのブランディング

起業支援制度の検討・実施

コアゾーンにおけるエリアの策定及びリノベーション

●須崎市：魅力ある海のまちのストーリーづくり、情報発信等の検討・実施
●県（地域本部等）：必要に応じたアドバイザー等制度活用の紹介提案

●須崎市：各種エリアの策定とイメージ等の検討及びリノベーションの実施
拠点となる施設の検討、市民参加型での整備に向けた検討

●県（地域本部等）：各種支援制度の情報提供等

●須崎市：地域のお祭りの継承・復活及び体験型へのブラッシュアップ
鍋焼きラーメン等既存商品のブラッシュアップの検討

●県（地域本部等）：支援制度や商談会等の情報提供

●須崎市：中心市街地活性化協議会との連携の検討及び調整
イメージ戦略を含めた商品の魅力化・販売支援の検討

●県（地域本部等）：支援制度や商談会等の情報提供

●須崎市：起業支援制度のブラッシュアップ
●県（地域本部等）：関係機関等の支援制度の情報提供等

●須崎市：ふるさと納税制度を活用した企画等の検討、旅行企画組成の検討
●県（地域本部等）：観光創生塾等支援制度等の情報提供

●須崎市：浦ノ内マリンパーク、屋外体験施設や魚市場等の市内他エリアとの連
携の検討、市外奥四万十エリアとの連携の検討

●県（地域本部等）：関係機関との調整等の支援
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